
平成２０年度 全国高校総体兼東海高校総体テニス競技 岐阜県予選大会

コート・レフェリーの職務

職 務 （チェック項目） 留 意 点

１．シングルスの試合ではシングルス・スティックが立っているか？ ※ダブルスの時は審判台の下にスティックを置く。

２．進行上、試合の中断・コート変更が生じた場合、選手・監督・審判に伝 ※スコア・エンドの確認を忘れない。
コ える。

３．選手・監督のウエア・用具に関する違反がないか？ ※ 試合時の服装は、「清潔で礼儀正しい習慣的に認められているテニスー
ウェア」とする。 服装の色は、規制しない。ただし、シャツは男女と

ト も襟付き、ワンピースの着用は認める。ラケットのストリングのロゴ
は認めない。

内 ４．ゲーム進行がスコアボードで表示されているか？ ※次の試合が始まるまで、終了スコアを表示したままにする。
※新しい試合の選手が入場した時点でゲーム数を「０－０」と表示する。
※団体戦の場合、同一対戦中はスコアを残し、次の欄を使ってスコアを

表示する。

１．健康状態の把握 ※変更が必要なら、トランシーバで本部にその旨を伝え、代わりを出し
てもらうよう要請する。

高 ２．判定態度のチェック
（１）ポイントが決まったら直ちに大きな声でアナウンスしているか？ ※適宜、歩み寄って指導する。

校 （２）紛争を解決しているか？ ※当該コートに出向き、主審から事情を聞き試合を再開する手助けをす
（３）インプレー中のレットを取っているか？ る。判定は主審にゆだねる。

生 （４）２０秒(ポイント間)・９０秒(ﾁｪﾝｼﾞｴﾝﾄﾞ)のルールを守っているか？ ※隣のコートからボールが入ってきたら、「レット」のコールでプレー
を止め、ファーストサービスからやり直すのが原則。

審
３．試合終了後 ※特に、スコアが抜けていないか確認する。

判 （１）審判用紙の確認・・・試合終了後、審判用紙が正確に記入されてい ※試合が終了してもなかなか審判台から降りてこない主審には、すぐに
るか確認し、コートレフェリーのサインをする。 審判用紙を見に来るように促す。

員
（２）試合終了の報告・・・トランシーバで本部を呼び出し、何番コート ※その日の最終試合の場合には、審判・選手・応援者にコート撤収を指

の誰（勝者）が、いくつ（終了スコア）で勝 示。（ネットのハンドル、スコアボード、シングルススティック、審
ったか、伝える。 判セット、ゴミの片付け、コートブラッシング）

★倫理規定違反行為に対して警告・指導を与える。 ※基本的には、警告・指導（ソフト・ウォーニング)を繰り返す。
倫
理 １．選手・・・ﾗｹｯﾄの乱用、ﾎﾞｰﾙの乱用、言葉の乱用、携帯電話の作動 ※違反が著しい場合は、１回目 警告
規 自然的体力消耗に基づく遅延行為（足痙攣時､相手を待たせる） ２回目 失点 （１ポイント）
定 ３回目以降、違反の度に 失ゲーム（１ゲーム）

遅刻（ノー・ショウ） ※選手の遅刻 １０分未満 サーブの選択権を失う
１５分未満 失ゲーム（１ゲーム）
１５分以上 失格（プレー不可）

違 ２．監督・・・コーチング違反 ※違反が悪質な場合は、１回目でも、 失格
反 （選手チェンジエンド時以外の助言、携帯電話の作動）

３．観客・・・不適切な応援（相手選手への誹謗中傷、コーチング違反） ※上記ペナルティーは、同一大会期間を通じて累積される。


